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問診票をスキャン＆OCR処理して健診システムと
連携、年間16万人の健診業務を円滑化
受付後に問診票を即データ化。問診時のPC閲覧とスムーズな呼び出し・誘導を実現

左から、今川裕樹さん、今村直人さん、俊野裕一さん、木戸元恵実さん。

「fiシリーズ」で問診票をスキャンし
健診システムに組み込んだ「DynaEye」でOCR処理

課　題　民間の健診センターとして設立されて以降、年を追うごとに利用者が大幅に増加したため業務の効率化が慢性的な課題となって
いた。

解決法　「 fiシリーズ 」と「 DynaEye 」を活用し、利用者が持参した問診票を検査開始前にスキャンしてOCR処理し、データを健診システ
ムと連携させる運用を2016年に開始。

効　果　問診時にドクターがPCで問診票情報を即時に確認できるようになり、利用者が紙の問診票を持ち回る必要がなくなった。また誘
導支援システムとの連携によって呼び出しが滞ることがなくなり、待ち時間の短縮と稼働率の向上が実現した。

―― 医療法人順風会より、健康管理統括本部 管理部業務課 課長の
今川裕樹さん、同課主任の俊野裕一さんと、順風会健診センター 
院内事務部 副部長の木戸元恵実さん、同部の今村直人さんにお話
をうかがいます。順風会 健診センターでは現在、利用者が受診に
あたって手書きする問診票を「 fiシリーズ 」でスキャンし、イメージ
データをOCRソフトウェア「DynaEye」で読み取ることで、年間約
16万人が利用する健診業務の効率化を実現しておられるとか。

木戸元さん　2008年の設立以降、利用者が順調に増える過程で効
率化を図らなければ回らないという局面が多々発生したため、徐々
に改善を重ねてきた結果が、問診票のOCR処理を健診システムに
連携させる現在の運用です。

俊野さん　全体としては3つの系統が合体したイメージです。ま
ず健診システムがあり、次に「fiシリーズ」「DynaEye」の画像処理
系、さらに誘導支援システムがあります。画像処理系と誘導支援

システムは基幹の健診システムに組み込まれています。

　「fiシリーズ」で問診票をスキャンするとイメージデータが健診シ
ステムに直送され、健診システム内に組み込まれた「DynaEye」が
チェックマークや数字を読み取ります。読み取り結果は健診システ
ムに保持され、健診システムの画面に表示されます。その確認と、
読み取りエラーがあった場合の修正は健診システムの画面上で行
います。

四国で年間16万人の健康診断を請け負う順風会 健診センター（愛媛県松山市）では、健診に不可欠な紙の問診票を「RICOH fi Series」
（以下、fiシリーズ ）でスキャンしてOCRソフトウェア「DynaEye」でOCR処理し、読み取り結果を基幹の健診システムに自動で入力す

る運用を行っています。これにより利用者の基本情報が問診時にドクターのPCで見られるようになるほか、問診票のスキャンは利用者
をさまざまな検査へと効率よく案内する誘導支援システムの起点としても機能するため、大規模健診センターの業務に欠かせないも
のとなっています。同センターを訪ね、システム構築の経緯とPFU製品に対する評価をうかがいました。

業種：医療
業務内容：全国健康保険協会による生活習慣病
予防健診、企業の雇入時健診および定期健診、
日帰り人間ドック、婦人科検診、巡回健診、ス
トレスチェック ほか
年間受診者数：約16万人

順風会 健診センター

「fi-8190」が生成した
イメージデータを健診
システムに 組 み 込 ま
れた「DynaEye 」が読
み取ります。イメージ
データとの照合や修正
は健診システム画面で
行います。

医 療



問診票の記載内容がデータベースに保存されると誘導支援システムによる
案内が始まり、利用者の番号が院内の番号表示板（左）に表示されます。利
用者は自分の番号を電子ペーパー式ICカード（右）で確認できます。

業務用イメージスキャナー「fiシリーズ」
デモ機の無料貸し出し実施中！
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問診票のチェックボックスと数字を「DynaEye」で読み取り、健診システム上で確認

―― 現在の運用を具体的にうかがいます。スキャン対象となる問診
票はどのような形式で、一人につき何枚が発生するのでしょうか。

俊野さん　問診票はA4サイズで、紙の両面を使って作成していま
す。枚数は健診のコースによって異なり、1枚から5枚までがあり
ます。問診票の印刷は専門業者に委託しており、表面がコピー用
紙よりも滑らかな、やや厚めの紙に出力しています。

―― 問診票の項目と記入の方式、また「DynaEye」で読み取る箇所
を教えてください。

木戸元さん　定期健診であれば「現在治療中の病気または過去の
病気」「家族歴」「自覚症状」「生活習慣について」「業務調査」など
の項目があります。記入方式は印刷された選択肢のチェックボック
スにチェックマークを入れていただくのが基本で、「DynaEye」に
よる読み取り対象もチェックマークと一部の数字のみです。

―― 院内で毎日200人、健診バスで毎日200 ～ 300人が健診を受
けるとか。一日に500人分が発生するとして、2,000枚前後を毎日
スキャンしているのですね。院内分の問診票をスキャンする作業は
毎日何時からスタートするのでしょうか。

今村さん　健診受付が朝7時40分に始まります。何人かの利用者
様が受付を済まされるたび、その分の問診票一式がスキャナーの
ある事務室に届くので、来たものから「fi-8190」でスキャンします。

―― 問診票のイメージデータ化とOCR処理の手順を教えてくださ
い。

今村さん　数人分の問診票を重ねてスキャンし、イメージデータを
生成して健診システムに自動で送ります。次に健診システムに組み

込んだ「DynaEye」でイメージデータを読み込み、健診システム上
でOCR処理結果を確認・修正後、手動で利用者様別に仕分けます。

俊野さん　問診票の情報は健診システムの機能によって当セン
ターのサーバー内データベースに自動保存され、院内のどこからで
も引き出せるようになります。たとえば糖尿病で通院中の方であれ
ば、ドクターは問診時にその旨を画面で確認することができます。

今川さん　現在の運用が始まってからは利用者様に書類を持ち
回っていただく必要がなくなったので、利用者様の負担も軽減され
ています。院内の健診に関しては効率が大きく向上しています。

木戸元さん　誘導支援システムが空いている検査に自動で案内す
るので巡回がスムーズになり、利用者様の滞在時間が短くなって稼
働率も上がっています。また、紙を収めたクリアホルダーの重ね方
を間違えて順番が前後するといったヒューマンエラーもなくなりま
した。

最も多い「定期健診」でスキャン
対象となる問診票。4枚で一組で
す。

問診票はほとんどの項目がチェック
ボックス式で、利用者が簡単に記入で
きるよう工夫されています。

事務室に届いた問診票を
「 fi-8190」で次々にスキャ

ンします。

問診票がデータベースに
保存されると誘導支援シ
ステムによる案内が始ま
ります。

OCR処理の結果を健診シ
ステムの画面で確認・修
正し、利用者別に仕分け
てデータベースに保存し
ます。

AI -OCR無料トライアル実施中！

詳しくはホームページをご覧ください。
お申込みはこちら

俊野さん　確認と修正が完了して利用者様別のデータベースに保
存されると、問診を担当するドクターのPCで問診票の内容が見られ
るようになります。それと同時に誘導支援システムとの連携が行わ
れ、院内に利用者様の番号が表示されるとともに、受付で利用者
様にお渡しする電子ペーパー式ICカードによる案内が始まります。

　最初に看護師による問診があり、続いて利用者様に各種の検査
を巡回していただきます。このとき誘導支援システムが利用者様を
案内するため、呼び出しと巡回がスムーズになって稼働率が向上し
ます。また、検査結果が健診システムの機能によって即時にデータ
ベースに記録され、問診票とともに一元管理できるようになります。

https://www.pfu.ricoh.com/fi/rental.html
https://www.pfu.ricoh.com/fi/rental.html
https://www.pfu.ricoh.com/dynaeye/free_trial/fm-trial-1-c.html?SeminarAutoId=7015h000001UdPVAA0
https://www.pfu.ricoh.com/dynaeye/free_trial/fm-trial-1-c.html?SeminarAutoId=7015h000001UdPVAA0
https://www.pfu.ricoh.com/dynaeye/free_trial/fm-trial-1-c.html?SeminarAutoId=7015h000001UdPVAA0

